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（注意事項） 
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問題Ⅰ  憲  法 
 

 

次の２問とも解答しなさい。（問題の番号を冒頭に明記し、解答用紙は１問につき１枚使

用すること。）  

 

問１ 

 普通地方公共団体の議会の議員に対する出席停止の懲罰の適否は、司法審査の対象とな

るかどうかについて、関連する最高裁判所の判決を踏まえて論じなさい。 

 

問２ 

政教分離規定の適合性に関する判断基準について、関連する最高裁判所の判決を踏まえ

て論じなさい。 

 

（参考条文） 

日本国憲法 

第 20 条 

第 1項 信教の自由は、何人に対してもこれを保障する。いかなる宗教団体も、国から特権

を受け、又は政治上の権力を行使してはならない。 

第 3項 国及びその機関は、宗教教育その他いかなる宗教的活動もしてはならない。 

 

第 89 条 

公金その他の公の財産は、宗教上の組織若しくは団体の使用、便益若しくは維持のため、又

は公の支配に属しない慈善、教育若しくは博愛の事業に対し、これを支出し、又はその利用

に供してはならない。 
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問題Ⅱ  行 政 法 

次の２問とも解答しなさい。（問題の番号を冒頭に明記し、解答用紙は１問につき１枚使

用すること。）

問１

 行政の行為形式の一つとしての「行政計画」は、行政法関係においてどのような役割を果

たすか。行政計画の具体例を挙げながら、わかりやすく説明しなさい。

問２

行政事件訴訟法に定められる取消訴訟（行政事件訴訟法 3 条２項）の訴訟要件（主観的訴

訟要件）の必要性とは何か。①訴訟要件（客観的訴訟要件と主観的訴訟要件）にはどのよう

なものがあるかを列挙した上で、②主観的訴訟要件をめぐり行政法学上どのような議論が

存在しているかを整理して、①②を前提として、③主観的訴訟要件の必要性について分析し

なさい。論述に際して参照すべき最高裁判決がある場合には言及しておくこと。
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問題Ⅲ  行 政 学 
 

 

次の図は、国の一般会計税収・歳出総額および公債発行額に関して、1975 年から 2023 年

までの推移を示したものである。これに基づいて、第一次石油ショック以後の日本における

政府活動の変遷について、時代を区分して整理し、その特徴を記述し、最後にこれからの政

府活動のあり方を、具体的に論じなさい。 
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問題Ⅳ  公共政策 

次の資料から、人口の東京一極集中が継続してきた要因を分析し、今後も東京一極集中が

継続することの是非について、根拠を示して論じなさい。

4



5









 
 

注意事項 

（１） 問題Ⅰから問題 IV の中から、１つの問題を選択し解答してください。 

（２） 解答用紙の記入については、別紙「解答用紙記入上の注意」をよく読んでください。 

（３） 問題冊子、解答用紙及び下書用紙には、受験番号だけを書き、氏名は書かないでください。 

（４） 問題冊子、解答用紙、下書用紙及び「解答用紙記入上の注意」は、試験室から持ち出さない

でください。 

（５） 受験票は机の上においてください。 

（６） 受験票と筆記用具、時計以外のものは机の上に出さないでください。 

（７） スマートフォン、携帯電話、タブレット等の電子機器の電源を切り、かばんの中にしまってくだ

さい。 

（８） 時計等についているアラーム機能、計算機能、翻訳機能、その他時計以外の機能をＯＦＦに

してください。 

（９） 試験中に体調不良または手洗所に行く等の理由で試験室から一時退室しようとする場合

は、監督員に申し出てください。 

（１０） 不正行為を行った者または監督員の指示に従わなかった者は、失格とします。 
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